
田柄でしか経験できない高校生活、田柄でこそ身に付く力、田柄だから叶えられる未来

日本語入門初期指導 田柄ベーシック
多文化共生
異文化理解

＊1学期AＩ学習アプリ学習60
時間で学習の自己調整力育成

＊社会課題の「共生」理解を深
める体験的講座

＊共生先進国視察

日本語検定N3未満生徒 日本語学習対象外の生徒

＊春期・土曜日本語講座
＊1学期「日本語入門」100時間
＊入門→基礎→検定挑戦の体系化
＊N3未満生徒への個別最適化支援

＊大使館・JICAの出前講座
＊ゲストティーチャー講話
＊異文化体験
＊在京生の母国訪問

すべての生徒

多様性があるだけでなく、公平性と包摂性の溢れる学校生活（教育活動）へ
Diversity Equity Inclusion

将来社会で多様な人々をつなぐ「架け橋」となる市民を育成する

全員がN3以上を取得 生徒の協働活動が充実 学ぶ力の獲得

進路選択肢の広がり 多様な価値観・多面的な視点 中退・不登校の改善



田柄でしか経験できない高校生活、田柄でこそ身に付く力、田柄だから叶えられる未来

田柄高校の「次の一歩」への進化

田柄ベーシック・
日本語入門初期指導の始動
「共生」理解体験の導入

R８年度 ダイバーシティ推進校      
「田柄版」と指定された意義

R12年度 推進校指定期間終了
（次期学習指導要領へ対応を見据えて）

＊田柄に学ぶ全ての生徒が
  「ちがい」を前提として支え合
えるD E Iの溢れる学校へ

田柄ベーシック・
日本語入門初期指導を拡大
教育活動に「共生」が反映

本校の生徒の多様性に対応した
柔軟な教育課程と多様な学び方
「田柄スタイル」の完成

R９年度～取組の推進

＊新たな学び方の導入・学校行
事の特色化の推進

＊生徒が田柄高校の多様性を魅
力に感じられる教育活動へ

＊入学後早期に「学びの土台」

＊スクール・ポリシーの更新

＊ベーシック・日本語の拡充と
次期学指導要領に対応した
柔軟な教育課程の検討
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